
(57)【要約】

【課題】　入力軸と出力軸に配置された転がり軸受の寿

命が長いＶ型プーリ無段変速機を提供すること。

【解決手段】　入力軸１における第１Ｖ型プーリ３の外

側かつ第１固定部２０側（エンジン配置側）に配置され

た第１転がり軸受８の分担トルク比を０.０７以上に、

入力軸１における第１Ｖ型プーリ３の外側かつ第１可動

部２１側（反エンジン配置側）に配置された第２転がり

軸受９の分担トルク比を０.０８以上に、出力軸２にお

ける第２Ｖ型プーリ４の外側かつ第２固定部２２側（反

エンジン配置側）に配置された第３転がり軸受１０の分

担トルク比を０.０５以上に、出力軸２における第２Ｖ

型プーリ４の外側かつ第２可動部２３側（エンジン配置

側）に配置された第４転がり軸受１１の分担トルク比を

０.０９以上に設定する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 力 軸 と 、
　 上 記 入 力 軸 と 平 行 に 配 置 さ れ た 出 力 軸 と 、
　 上 記 入 力 軸 に 固 定 さ れ た 第 １ 固 定 部 と 、 上 記 入 力 軸 上 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 第 １ 可 動 部
と を 有 し 、 上 記 第 １ 固 定 部 と 上 記 第 １ 可 動 部 と の 間 に Ｖ 型 溝 が 形 成 さ れ て い る 第 １ Ｖ 型 プ
ー リ と 、
　 上 記 出 力 軸 に 固 定 さ れ た 第 ２ 固 定 部 と 、 上 記 出 力 軸 上 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 第 ２ 可 動 部
と を 有 し 、 上 記 第 ２ 固 定 部 と 上 記 第 ２ 可 動 部 と の 間 に Ｖ 型 溝 が 形 成 さ れ て い る 第 ２ Ｖ 型 プ
ー リ と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 第 １ 固 定 部 側 に 配 置 さ れ て 上 記 入 力 軸 を 支 持 す る と
共 に 、 第 １ 内 輪 と 第 １ 外 輪 と 第 １ 転 動 体 と を 有 す る 第 １ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 第 １ 可 動 部 側 に 配 置 さ れ て 上 記 入 力 軸 を 支 持 す る と
共 に 、 第 ２ 内 輪 と 第 ２ 外 輪 と 第 ２ 転 動 体 と を 有 す る 第 ２ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 第 ２ 固 定 部 側 に 配 置 さ れ て 上 記 出 力 軸 を 支 持 す る と
共 に 、 第 ３ 内 輪 と 第 ３ 外 輪 と 第 ３ 転 動 体 と を 有 す る 第 ３ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 第 ２ 可 動 部 側 に 配 置 さ れ て 上 記 出 力 軸 を 支 持 す る と
共 に 、 第 ４ 内 輪 と 第 ４ 外 輪 と 第 ４ 転 動 体 と を 有 す る 第 ４ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の Ｖ 型 溝 と 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の Ｖ 型 溝 に 掛 け 渡 さ れ て 上 記 第 １ Ｖ
型 プ ー リ と 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ と の 間 で ト ル ク を 伝 達 す る と 共 に 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ お
よ び 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 半 径 方 向 に 摺 動 可 能 な 可 撓 性 の 無 端 伝 達 部 材 と
を 備 え 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 動 定 格 荷 重 を Ｃ ［ ｋ Ｎ ］ 、 上 記 第 １ 乃 至 第
４ の 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 内 径 を Ｉ ｄ ［ ｍ ］ 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に
お い て 分 担 ト ル ク を Ｓ Ｔ 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 転 動 体 係 数 を ｐ 、
上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 軸 受 特 性 係 数 を ａ ２ 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 と
上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 と の 軸 受 間 距 離 を Ｌ １ ［ ｍ ］ 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 と 上 記 第 ４ 転 が り
軸 受 と の 軸 受 間 距 離 を Ｌ ２ ［ ｍ ］ と し 、
　 さ ら に 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｎ １ ［
ｍ ］ 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｍ １ ［ ｍ ］
、 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｎ ２ ［ ｍ ］ 、 上
記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｍ ２ ［ ｍ ］ と し た と
き 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｍ １ ／ Ｌ １ 、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 上 記
分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｎ １ ／ Ｌ １ 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｍ ２ ／ Ｌ ２ 、
上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｎ ２ ／ Ｌ ２ と し 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 の 上 記 転 動 体 係 数 ｐ を 、 転 動 体 が 玉 の 場 合 を ３ 、 転
動 体 が こ ろ の 場 合 を １ ０ ／ ３ と し 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 の 上 記 軸 受 特 性 係 数 ａ ２ を 、 内 輪 、 外 輪 お よ び 転 動
体 の い ず れ に も 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て な い 場 合 を １ 、 外 輪 お よ び 転 動 体 に 特 殊 熱 処 理 が 施
さ れ て い な い 一 方 、 内 輪 に 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を ２ 、 外 輪 に 特 殊 熱 処 理 が 施 さ
れ て い な い 一 方 、 内 輪 お よ び 転 動 体 に 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を ４ 、 内 輪 、 外 輪 お よ
び 転 動 体 に 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を １ ０ と し 、
　 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ を 、
　 　 　 Ｓ Ｔ Ｒ ＝ （ Ｃ × ａ ２

１ ／ ｐ × Ｉ ｄ ） ／ （ Ｓ Ｔ × Ｌ ） と し た と き 、
　 た だ し 、 こ こ で は 入 力 軸 に つ い て は Ｌ ＝ Ｌ １ 、 出 力 軸 に つ い て は Ｌ ＝ Ｌ ２ と し て 、
　 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ７ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と
す る Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-170340 A 2006.6.29



【 請 求 項 ２ 】
　 入 力 軸 と 、
　 上 記 入 力 軸 と 略 平 行 に 配 置 さ れ た 出 力 軸 と 、
　 上 記 入 力 軸 に 固 定 さ れ た 第 １ 固 定 部 と 、 上 記 入 力 軸 上 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 第 １ 可 動 部
と を 有 し 、 上 記 第 １ 固 定 部 と 上 記 第 １ 可 動 部 と の 間 に Ｖ 型 溝 が 形 成 さ れ て い る 第 １ Ｖ 型 プ
ー リ と 、
　 上 記 出 力 軸 に 固 定 さ れ た 第 ２ 固 定 部 と 、 上 記 出 力 軸 上 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 第 ２ 可 動 部
と を 有 し 、 上 記 第 ２ 固 定 部 と 上 記 第 ２ 可 動 部 と の 間 に Ｖ 型 溝 が 形 成 さ れ て い る 第 ２ Ｖ 型 プ
ー リ と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 回 転 動 力 源 配 置 側 に 配 置 さ れ て 上 記 入 力 軸 を 支 持 す る と
共 に 、 第 １ 内 輪 と 第 １ 外 輪 と 第 １ 転 動 体 と を 有 す る 第 １ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 回 転 動 力 源 配 置 側 と 反 対 側 に 配 置 さ れ て 上 記 入 力 軸
を 支 持 す る と 共 に 、 第 ２ 内 輪 と 第 ２ 外 輪 と 第 ２ 転 動 体 と を 有 す る 第 ２ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 回 転 動 力 源 配 置 側 と 反 対 側 に 配 置 さ れ て 上 記 出 力 軸
を 支 持 す る と 共 に 、 第 ３ 内 輪 と 第 ３ 外 輪 と 第 ３ 転 動 体 と を 有 す る 第 ３ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 回 転 動 力 源 配 置 側 に 配 置 さ れ て 上 記 出 力 軸 を 支 持 す
る と 共 に 、 第 ４ 内 輪 と 第 ４ 外 輪 と 第 ４ 転 動 体 と を 有 す る 第 ４ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の Ｖ 型 溝 と 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の Ｖ 型 溝 に 掛 け 渡 さ れ て 上 記 第 １ Ｖ
型 プ ー リ と 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ と の 間 で ト ル ク を 伝 達 す る と 共 に 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ お
よ び 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 半 径 方 向 に 摺 動 可 能 な 可 撓 性 の 無 端 伝 達 部 材 と
を 備 え 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 動 定 格 荷 重 を Ｃ ［ ｋ Ｎ ］ 、 上 記 第 １ 乃 至 第
４ の 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 内 径 を Ｉ ｄ ［ ｍ ］ 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に
お い て 分 担 ト ル ク を Ｓ Ｔ 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 転 動 体 係 数 を ｐ 、
上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 軸 受 特 性 係 数 を ａ ２ 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 と
上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 と の 軸 受 間 距 離 を Ｌ １ ［ ｍ ］ 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 と 上 記 第 ４ 転 が り
軸 受 と の 軸 受 間 距 離 を Ｌ ２ ［ ｍ ］ と し 、
　 さ ら に 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｎ １ ［
ｍ ］ 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｍ １ ［ ｍ ］
、 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｎ ２ ［ ｍ ］ 、 上
記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｍ ２ ［ ｍ ］ と し た と
き 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｍ １ ／ Ｌ １ 、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 上 記
分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｎ １ ／ Ｌ １ 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｍ ２ ／ Ｌ ２ 、
上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｎ ２ ／ Ｌ ２ と し 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 の 上 記 転 動 体 係 数 ｐ を 、 転 動 体 が 玉 の 場 合 を ３ 、 転
動 体 が こ ろ の 場 合 を １ ０ ／ ３ と し 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 の 上 記 軸 受 特 性 係 数 ａ ２ を 、 内 輪 、 外 輪 お よ び 転 動
体 の い ず れ に も 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て な い 場 合 を １ 、 外 輪 お よ び 転 動 体 に 特 殊 熱 処 理 が 施
さ れ て い な い 一 方 、 内 輪 に 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を ２ 、 外 輪 に 特 殊 熱 処 理 が 施 さ
れ て い な い 一 方 、 内 輪 お よ び 転 動 体 に 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を ４ 、 内 輪 、 外 輪 お よ
び 転 動 体 に 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を １ ０ と し 、
　 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ を 、
　 　 　 Ｓ Ｔ Ｒ ＝ （ Ｃ × ａ ２

１ ／ ｐ × Ｉ ｄ ） ／ （ Ｓ Ｔ × Ｌ ） と し た と き 、
　 た だ し 、 こ こ で は 入 力 軸 に つ い て は Ｌ ＝ Ｌ １ 、 出 力 軸 に つ い て は Ｌ ＝ Ｌ ２ と し て 、
　 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ７ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と
す る Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 と し て は 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ １ ７ １ ２ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ）
に 記 載 さ れ て い る も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 は 、 入 力 軸 と 、 こ の 入 力 軸 に 固 定 さ れ た 第 １ Ｖ 型 プ ー リ と 、
出 力 軸 と 、 こ の 出 力 軸 に 固 定 さ れ た 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ と 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の Ｖ 型 溝 と 上
記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の Ｖ 型 溝 に 掛 け 渡 さ れ た ベ ル ト と 、 ４ つ の 転 が り 軸 受 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 入 力 軸 に は 、 エ ン ジ ン の 回 転 動 力 が 伝 達 さ れ る よ う に な っ て お り 、 上 記 出 力 軸 は 、
回 転 動 力 を 車 軸 に 伝 達 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 ４ つ の 転 が り 軸 受 は 、 上 記 入 力 軸 上 の 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 両 側 に 一 つ ず つ 配 置 さ
れ て い る 第 １ 転 が り 軸 受 お よ び 第 ２ 転 が り 軸 受 と 、 上 記 出 力 軸 上 の 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の
両 側 に 一 つ ず つ 配 置 さ れ て い る 第 ３ 転 が り 軸 受 お よ び 第 ４ 転 が り 軸 受 と か ら 構 成 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 従 来 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 は 、 上 記 第 １ お よ び 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の Ｖ 型 溝 の 幅 を 適
切 に 変 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 上 記 ベ ル ト を 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ お よ び 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ
ー リ の 半 径 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 出 力 軸 の 回 転 速 度 を 適 切 に 調 整 す る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 従 来 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 は 、 上 述 の よ う に 、 入 力 軸 と 出 力 軸 を 所 定 位 置 に 保 持
す る た め に 、 入 力 軸 上 に 二 つ の 転 が り 軸 受 を 配 置 す る と 共 に 、 出 力 軸 上 に 二 つ の 転 が り 軸
受 を 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 で は 、 上 記 入 力 軸 と 出 力 軸 に 配 置 さ れ
た 上 記 ４ つ の 転 が り 軸 受 の 寿 命 が 計 算 寿 命 よ り も 短 く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 Ｃ Ｖ Ｔ 用 オ イ ル は 、 通 常 の ギ ヤ オ イ ル な ど の 潤 滑 油 と 比 べ 低 粘 度 油 が 使 用 さ れ 、 か つ ベ
ル ト と プ ー リ 部 と の 摩 擦 に よ っ て 発 生 す る 摩 耗 粉 や ２ 軸 目 か ら ３ 軸 目 、 ３ 軸 目 か ら ４ 軸 目
に ト ル ク を 伝 達 す る 歯 車 噛 合 い 部 で の 摩 擦 に よ っ て 発 生 す る 摩 耗 粉 が 発 生 す る た め 軸 受 転
が り 部 の 油 膜 形 成 能 力 が 低 く 、 軸 受 部 の 荷 重 と 軸 受 の 定 格 荷 重 に よ っ て 決 ま る 寿 命 に 対 し
、 短 寿 命 に な る ケ ー ス が 多 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ の 際 、 軸 受 そ の も の の 定 格 荷 重 を 大 き く す べ く 軸 受 サ イ ズ を 大 き く し た い が 、 ユ ニ ッ
ト の コ ン パ ク ト 化 要 求 か ら サ イ ズ ア ッ プ が 出 来 な い の が 実 情 で あ る 。 従 っ て 、 異 物 に 対 す
る 転 が り 部 表 面 の 体 力 を 向 上 さ せ る べ く 、 軸 受 の 内 輪 、 外 輪 、 転 動 体 の い ず れ か も し く は
す べ て に 特 殊 な 熱 処 理 を 施 し 、 表 面 に 残 留 圧 縮 応 力 を 付 与 し 、 軸 受 寿 命 を 向 上 さ せ て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ が 、 こ の よ う な 対 処 を し て も な お 軸 受 寿 命 を 確 保 で き な い ケ ー ス が あ る 。 そ の 一
つ の 要 因 が プ ー リ を 支 持 す る 軸 受 部 の 軸 剛 性 や ハ ウ ジ ン グ 剛 性 が 影 響 し 、 軸 受 部 の 負 荷 荷
重 分 布 が 不 均 一 に な る こ と で あ り 、 こ れ が 、 最 適 な 軸 受 設 計 を 困 難 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 、 上 記 ４ つ の 転 が り 軸 受 の 寿 命 を 延 ば す 手 法 が わ か ら ず 、 上 記 ４ つ の 転 が り 軸
受 の 寿 命 を 延 ば す 手 法 が 確 立 さ れ て い な い と い う 問 題 が あ る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ １ ７ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 課 題 は 、 入 力 軸 と 出 力 軸 に 配 置 さ れ た 転 が り 軸 受 の 寿 命 が 長 い Ｖ 型 プ
ー リ 無 段 変 速 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 こ の 発 明 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 は 、
　 入 力 軸 と 、
　 上 記 入 力 軸 と 平 行 に 配 置 さ れ た 出 力 軸 と 、
　 上 記 入 力 軸 に 固 定 さ れ た 第 １ 固 定 部 と 、 上 記 入 力 軸 上 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 第 １ 可 動 部
と を 有 し 、 上 記 第 １ 固 定 部 と 上 記 第 １ 可 動 部 と の 間 に Ｖ 型 溝 が 形 成 さ れ て い る 第 １ Ｖ 型 プ
ー リ と 、
　 上 記 出 力 軸 に 固 定 さ れ た 第 ２ 固 定 部 と 、 上 記 出 力 軸 上 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 第 ２ 可 動 部
と を 有 し 、 上 記 第 ２ 固 定 部 と 上 記 第 ２ 可 動 部 と の 間 に Ｖ 型 溝 が 形 成 さ れ て い る 第 ２ Ｖ 型 プ
ー リ と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 第 １ 固 定 部 側 に 配 置 さ れ て 上 記 入 力 軸 を 支 持 す る と
共 に 、 第 １ 内 輪 と 第 １ 外 輪 と 第 １ 転 動 体 と を 有 す る 第 １ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 第 １ 可 動 部 側 に 配 置 さ れ て 上 記 入 力 軸 を 支 持 す る と
共 に 、 第 ２ 内 輪 と 第 ２ 外 輪 と 第 ２ 転 動 体 と を 有 す る 第 ２ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 第 ２ 固 定 部 側 に 配 置 さ れ て 上 記 出 力 軸 を 支 持 す る と
共 に 、 第 ３ 内 輪 と 第 ３ 外 輪 と 第 ３ 転 動 体 と を 有 す る 第 ３ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 第 ２ 可 動 部 側 に 配 置 さ れ て 上 記 出 力 軸 を 支 持 す る と
共 に 、 第 ４ 内 輪 と 第 ４ 外 輪 と 第 ４ 転 動 体 と を 有 す る 第 ４ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の Ｖ 型 溝 と 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の Ｖ 型 溝 に 掛 け 渡 さ れ て 上 記 第 １ Ｖ
型 プ ー リ と 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ と の 間 で ト ル ク を 伝 達 す る と 共 に 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ お
よ び 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 半 径 方 向 に 摺 動 可 能 な 可 撓 性 の 無 端 伝 達 部 材 と
を 備 え 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 動 定 格 荷 重 を Ｃ ［ ｋ Ｎ ］ 、 上 記 第 １ 乃 至 第
４ の 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 内 径 を Ｉ ｄ ［ ｍ ］ 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に
お い て 分 担 ト ル ク を Ｓ Ｔ 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 転 動 体 係 数 を ｐ 、
上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 軸 受 特 性 係 数 を ａ ２ 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 と
上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 と の 軸 受 間 距 離 を Ｌ １ ［ ｍ ］ 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 と 上 記 第 ４ 転 が り
軸 受 と の 軸 受 間 距 離 を Ｌ ２ ［ ｍ ］ と し 、
　 さ ら に 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｎ １ ［
ｍ ］ 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｍ １ ［ ｍ ］
、 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｎ ２ ［ ｍ ］ 、 上
記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｍ ２ ［ ｍ ］ と し た と
き 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｍ １ ／ Ｌ １ 、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 上 記
分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｎ １ ／ Ｌ １ 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｍ ２ ／ Ｌ ２ 、
上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｎ ２ ／ Ｌ ２ と し 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 の 上 記 転 動 体 係 数 ｐ を 、 転 動 体 が 玉 の 場 合 を ３ 、 転
動 体 が こ ろ の 場 合 を １ ０ ／ ３ と し 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 の 上 記 軸 受 特 性 係 数 ａ ２ を 、 内 輪 、 外 輪 お よ び 転 動
体 の い ず れ に も 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て な い 場 合 を １ 、 外 輪 お よ び 転 動 体 に 特 殊 熱 処 理 が 施
さ れ て い な い 一 方 、 内 輪 に 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を ２ 、 外 輪 に 特 殊 熱 処 理 が 施 さ
れ て い な い 一 方 、 内 輪 お よ び 転 動 体 に 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を ４ 、 内 輪 、 外 輪 お よ
び 転 動 体 に 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を １ ０ と し 、
　 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ を 、
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　 　 　 Ｓ Ｔ Ｒ ＝ （ Ｃ × ａ ２
１ ／ ｐ × Ｉ ｄ ） ／ （ Ｓ Ｔ × Ｌ ） と し た と き 、

　 た だ し 、 こ こ で は 入 力 軸 に つ い て は Ｌ ＝ Ｌ １ 、 出 力 軸 に つ い て は Ｌ ＝ Ｌ ２ と し て 、
　 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ７ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 入 力 軸 と 、 第 １ 固 定 部 は 一 体 成 形 さ れ て い て も 良 い し 、 上 記 入 力 軸 に 、 上 記 入 力 軸
と 別 部 材 の 第 １ 固 定 部 を 固 定 す る 形 式 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 出 力 軸 と 、 第 ２ 固 定 部 は 一
体 成 形 さ れ て い て も 良 い し 、 上 記 出 力 軸 に 、 上 記 出 力 軸 と 別 部 材 の 第 ２ 固 定 部 を 固 定 す る
形 式 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 こ ろ に は 、 円 筒 こ ろ と 円 錐 こ ろ と が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 特 殊 熱 処 理 と は 、 浸 炭 処 理 、 窒 化 処 理 ま た は 浸 炭 窒 化 処 理 を い う も の と す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 と 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 と の 軸 受 間 距 離 Ｌ １ を 、 第 １ 転 が り 軸
受 の 中 心 軸 上 の 点 で 、 か つ 、 第 １ 転 が り 軸 受 の 軸 方 向 の 中 心 の 点 と 、 第 ２ 転 が り 軸 受 の 中
心 軸 上 の 点 で 、 か つ 、 第 ２ 転 が り 軸 受 の 軸 方 向 の 中 心 の 点 と の 距 離 と し て 定 義 す る 。 ま た
、 同 様 に 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 と 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 と の 軸 受 間 距 離 Ｌ ２ を 、 第 ３ 転 が り
軸 受 の 中 心 軸 上 の 点 で 、 か つ 、 第 ３ 転 が り 軸 受 の 軸 方 向 の 中 心 の 点 と 、 第 ４ 転 が り 軸 受 の
中 心 軸 上 の 点 で 、 か つ 、 第 ４ 転 が り 軸 受 の 軸 方 向 の 中 心 の 点 と の 距 離 と し て 定 義 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 者 は 、 様 々 な 種 類 の 軸 受 に お い て 、 上 記 入 力 軸 の 第 １ 固 定 部 側 に 配 置 さ れ て い る
上 記 第 １ 転 が り 軸 受 、 上 記 入 力 軸 の 第 １ 可 動 部 側 に 配 置 さ れ て い る 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 、
上 記 出 力 軸 の 第 ２ 固 定 部 側 に 配 置 さ れ て い る 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 、 お よ び 、 上 記 出 力 軸 の
第 ２ 可 動 部 側 に 配 置 さ れ て い る 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に つ い て 、 上 記 分 担 ト ル ク 比 Ｓ
Ｔ Ｒ と 、 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 計 算 寿 命 に 対 す る 実 寿 命 の 比 と の 関 係 を 詳 細 に 調 べ
、 上 記 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ と 、 上 記 比 の 値 と の 間 に 、 相 関 関 係 が あ る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 詳 細 に は 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ７ よ り 小 さ い 場 合
に は 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 上 記 比 の 値 が 、 ０ .２ 以 下 の 小 さ い 値 で あ る 一 方 、 上 記 第 １
転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ７ 以 上 に 設 定 す る と 、 上 記 第 １ 転 が り 軸
受 の 上 記 比 の 値 が 、 １ .５ 以 上 に 格 段 に 大 き く な る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ よ り 小 さ い 場 合 に は
、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 上 記 比 の 値 が 、 ０ .２ 以 下 の 小 さ い 値 で あ る 一 方 、 上 記 第 ２ が り
軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 に 設 定 す る と 、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 上
記 比 の 値 が 、 １ .９ 以 上 に 格 段 に 大 き く な る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ よ り 小 さ い 場 合 に は
、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 上 記 比 の 値 が 、 ０ .２ 以 下 の 小 さ い 値 で あ る 一 方 、 上 記 第 ３ 転 が
り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 に 設 定 す る と 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の
上 記 比 の 値 が 、 １ .８ 以 上 に 格 段 に 大 き く な る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ よ り 小 さ い 場 合 に は
、 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 上 記 比 の 値 が 、 ０ .２ 以 下 の 小 さ い 値 で あ る 一 方 、 上 記 第 ４ 転 が
り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ 以 上 に 設 定 す る と 、 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の
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上 記 比 の 値 が 、 ２ .０ 以 上 に 格 段 に 大 き く な る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ７ 以 上 で あ
り 、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 で あ り 、 上 記 第 ３ 転
が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 で あ り 、 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 分 担
ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ 以 上 で あ る の で 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 寿 命 を
、 格 段 に 長 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 は 、
　 入 力 軸 と 、
　 上 記 入 力 軸 と 略 平 行 に 配 置 さ れ た 出 力 軸 と 、
　 上 記 入 力 軸 に 固 定 さ れ た 第 １ 固 定 部 と 、 上 記 入 力 軸 上 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 第 １ 可 動 部
と を 有 し 、 上 記 第 １ 固 定 部 と 上 記 第 １ 可 動 部 と の 間 に Ｖ 型 溝 が 形 成 さ れ て い る 第 １ Ｖ 型 プ
ー リ と 、
　 上 記 出 力 軸 に 固 定 さ れ た 第 ２ 固 定 部 と 、 上 記 出 力 軸 上 を 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 第 ２ 可 動 部
と を 有 し 、 上 記 第 ２ 固 定 部 と 上 記 第 ２ 可 動 部 と の 間 に Ｖ 型 溝 が 形 成 さ れ て い る 第 ２ Ｖ 型 プ
ー リ と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 回 転 動 力 源 配 置 側 に 配 置 さ れ て 上 記 入 力 軸 を 支 持 す る と
共 に 、 第 １ 内 輪 と 第 １ 外 輪 と 第 １ 転 動 体 と を 有 す る 第 １ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 回 転 動 力 源 配 置 側 と 反 対 側 に 配 置 さ れ て 上 記 入 力 軸
を 支 持 す る と 共 に 、 第 ２ 内 輪 と 第 ２ 外 輪 と 第 ２ 転 動 体 と を 有 す る 第 ２ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 回 転 動 力 源 配 置 側 と 反 対 側 に 配 置 さ れ て 上 記 出 力 軸
を 支 持 す る と 共 に 、 第 ３ 内 輪 と 第 ３ 外 輪 と 第 ３ 転 動 体 と を 有 す る 第 ３ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 上 記 回 転 動 力 源 配 置 側 に 配 置 さ れ て 上 記 出 力 軸 を 支 持 す
る と 共 に 、 第 ４ 内 輪 と 第 ４ 外 輪 と 第 ４ 転 動 体 と を 有 す る 第 ４ 転 が り 軸 受 と 、
　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の Ｖ 型 溝 と 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の Ｖ 型 溝 に 掛 け 渡 さ れ て 上 記 第 １ Ｖ
型 プ ー リ と 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ と の 間 で ト ル ク を 伝 達 す る と 共 に 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ お
よ び 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 半 径 方 向 に 摺 動 可 能 な 可 撓 性 の 無 端 伝 達 部 材 と
を 備 え 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 動 定 格 荷 重 を Ｃ ［ ｋ Ｎ ］ 、 上 記 第 １ 乃 至 第
４ の 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 内 径 を Ｉ ｄ ［ ｍ ］ 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に
お い て 分 担 ト ル ク を Ｓ Ｔ 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 転 動 体 係 数 を ｐ 、
上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に お い て 軸 受 特 性 係 数 を ａ ２ 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 と
上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 と の 軸 受 間 距 離 を Ｌ １ ［ ｍ ］ 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 と 上 記 第 ４ 転 が り
軸 受 と の 軸 受 間 距 離 を Ｌ ２ ［ ｍ ］ と し 、
　 さ ら に 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｎ １ ［
ｍ ］ 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｍ １ ［ ｍ ］
、 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｎ ２ ［ ｍ ］ 、 上
記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 中 心 か ら 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 中 心 ま で の 距 離 を ｍ ２ ［ ｍ ］ と し た と
き 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｍ １ ／ Ｌ １ 、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 上 記
分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｎ １ ／ Ｌ １ 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｍ ２ ／ Ｌ ２ 、
上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｎ ２ ／ Ｌ ２ と し 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 の 上 記 転 動 体 係 数 ｐ を 、 転 動 体 が 玉 の 場 合 を ３ 、 転
動 体 が こ ろ の 場 合 を １ ０ ／ ３ と し 、
　 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 の 上 記 軸 受 特 性 係 数 ａ ２ を 、 内 輪 、 外 輪 お よ び 転 動
体 の い ず れ に も 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て な い 場 合 を １ 、 外 輪 お よ び 転 動 体 に 特 殊 熱 処 理 が 施
さ れ て い な い 一 方 、 内 輪 に 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を ２ 、 外 輪 に 特 殊 熱 処 理 が 施 さ
れ て い な い 一 方 、 内 輪 お よ び 転 動 体 に 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 ４ 、 内 輪 、 外 輪 お よ び
転 動 体 に 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を １ ０ と し 、
　 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ を 、
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　 　 　 Ｓ Ｔ Ｒ ＝ （ Ｃ × ａ ２
１ ／ ｐ × Ｉ ｄ ） ／ （ Ｓ Ｔ × Ｌ ） と し た と き 、

　 た だ し 、 こ こ で は 入 力 軸 に つ い て は Ｌ ＝ Ｌ １ 、 出 力 軸 に つ い て は Ｌ ＝ Ｌ ２ と し て 、
　 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ７ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 で あ り 、
　 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 入 力 軸 と 、 第 １ 固 定 部 は 一 体 成 形 さ れ て い て も 良 い し 、 上 記 入 力 軸 に 上 記 入 力 軸 と
別 部 材 の 第 １ 固 定 部 を 固 定 す る 形 式 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 出 力 軸 と 、 第 ２ 固 定 部 は 一 体
成 形 さ れ て い て も 良 い し 、 上 記 出 力 軸 に 上 記 出 力 軸 と 別 部 材 の 第 ２ 固 定 部 を 固 定 す る 形 式
で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 記 こ ろ に は 、 円 筒 こ ろ と 円 錐 こ ろ と が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 特 殊 熱 処 理 と は 、 浸 炭 処 理 、 窒 化 処 理 ま た は 浸 炭 窒 化 処 理 を い う も の と す る
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 と 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 と の 軸 受 間 距 離 Ｌ １ を 、 第 １ 転 が り 軸
受 の 中 心 軸 上 の 点 で 、 か つ 、 第 １ 転 が り 軸 受 の 軸 方 向 の 中 心 の 点 と 、 第 ２ 転 が り 軸 受 の 中
心 軸 上 の 点 で 、 か つ 、 第 ２ 転 が り 軸 受 の 軸 方 向 の 中 心 の 点 と の 距 離 と し て 定 義 す る 。 ま た
、 同 様 に 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 と 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 と の 軸 受 間 距 離 Ｌ ２ を 、 第 ３ 転 が り
軸 受 の 中 心 軸 上 の 点 で 、 か つ 、 第 ３ 転 が り 軸 受 の 軸 方 向 の 中 心 の 点 と 、 第 ４ 転 が り 軸 受 の
中 心 軸 上 の 点 で 、 か つ 、 第 ４ 転 が り 軸 受 の 軸 方 向 の 中 心 の 点 と の 距 離 と し て 定 義 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 上 記 回 転 動 力 源 側 と は 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ま た は 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ に 対 し て
回 転 動 力 源 が 配 置 さ れ て い る 側 を 言 う 。 上 記 回 転 動 力 源 側 は 、 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ま た は
上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ と 、 回 転 動 力 源 と の 空 間 的 な 配 置 関 係 に よ っ て 一 意 に 決 定 さ れ る こ と
は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 者 は 、 様 々 な 種 類 の 軸 受 に お い て 、 上 記 入 力 軸 の 回 転 動 力 源 配 置 側 に 配 置 さ れ て
い る 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 、 上 記 入 力 軸 の 回 転 動 力 源 配 置 側 と 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る 上 記
第 ２ 転 が り 軸 受 、 上 記 出 力 軸 の 回 転 動 力 源 配 置 側 と 反 対 側 に 配 置 さ れ て い る 上 記 第 ３ 転 が
り 軸 受 、 上 記 出 力 軸 の 回 転 動 力 源 配 置 側 に 配 置 さ れ て い る 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 夫 々 に つ
い て 、 上 記 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ と 、 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 計 算 寿 命 に 対 す る 実 寿 命
の 比 と の 関 係 を 詳 細 に 調 べ 、 上 記 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ と 、 上 記 比 の 値 と の 間 に 、 相 関 関 係
が あ る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 詳 細 に は 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ７ よ り 小 さ い 場 合
に は 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 上 記 比 の 値 が 、 ０ .２ 以 下 の 小 さ い 値 で あ る 一 方 、 上 記 第 １
転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ７ 以 上 に 設 定 す る と 、 上 記 第 １ 転 が り 軸
受 の 上 記 比 の 値 が 、 １ .５ 以 上 に 格 段 に 大 き く な る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ よ り 小 さ い 場 合 に は
、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 上 記 比 の 値 が 、 ０ .２ 以 下 の 小 さ い 値 で あ る 一 方 、 上 記 第 ２ が り
軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 に 設 定 す る と 、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 上
記 比 の 値 が 、 １ .９ 以 上 に 格 段 に 大 き く な る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ よ り 小 さ い 場 合 に は
、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の 上 記 比 の 値 が 、 ０ .２ 以 下 の 小 さ い 値 で あ る 一 方 、 上 記 第 ３ 転 が
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り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 に 設 定 す る と 、 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 の
上 記 比 の 値 が 、 １ .８ 以 上 に 格 段 に 大 き く な る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ よ り 小 さ い 場 合 に は
、 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 上 記 比 の 値 が 、 ０ .２ 以 下 の 小 さ い 値 で あ る 一 方 、 上 記 第 ４ 転 が
り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ 以 上 に 設 定 す る と 、 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の
上 記 比 の 値 が 、 ２ .０ 以 上 に 格 段 に 大 き く な る こ と を 発 見 し た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ７ 以 上 で あ
り 、 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 で あ り 、 上 記 第 ３ 転
が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 で あ り 、 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 の 分 担
ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ 以 上 で あ る の で 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 寿 命 を
、 格 段 に 長 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 に よ れ ば 、 入 力 軸 を 支 持 す る と 共 に 、 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の
外 側 か つ 第 １ 固 定 部 側 に 配 置 さ れ た 第 １ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０
７ 以 上 で あ り 、 入 力 軸 を 支 持 す る と 共 に 、 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 第 １ 可 動 部 側 に 配 置
さ れ た 第 ２ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 で あ り 、 出 力 軸 を 支 持
す る と 共 に 、 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 第 ２ 固 定 部 側 に 配 置 さ れ た 第 ３ 転 が り 軸 受 の 分 担
ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 で あ り 、 出 力 軸 を 支 持 す る と 共 に 、 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ
の 外 側 か つ 第 ２ 可 動 部 側 に 配 置 さ れ た 第 ４ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .
０ ９ 以 上 で あ る の で 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 寿 命 を 、 格 段 に 長 く す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 に よ れ ば 、 入 力 軸 を 支 持 す る と 共 に 、 第 １ Ｖ 型 プ
ー リ の 外 側 か つ 回 転 動 力 源 配 置 側 に 配 置 さ れ た 第 １ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値
が 、 ０ .０ ７ 以 上 で あ り 、 入 力 軸 を 支 持 す る と 共 に 、 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 反 回 転 動
力 源 配 置 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 で あ
り 、 出 力 軸 を 支 持 す る と 共 に 、 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 反 回 転 動 力 源 配 置 側 に 配 置 さ れ
た 第 ３ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 で あ り 、 出 力 軸 を 支 持 す る
と 共 に 、 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 回 転 動 力 源 配 置 側 に 配 置 さ れ た 第 ４ 転 が り 軸 受 の 分 担
ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ 以 上 で あ る の で 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 寿 命 を
、 格 段 に 長 く す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 図 示 の 形 態 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 は 、 入 力 軸 １ と 、 出 力 軸 ２ と 、 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ と 、 第 ２ Ｖ
型 プ ー リ ４ と 、 無 端 伝 達 部 材 の 一 例 と し て の ベ ル ト ５ と を 備 え る 。 尚 、 こ の 実 施 形 態 で は
、 無 端 伝 達 部 材 と し て ベ ル ト ５ を 使 用 す る が 、 無 端 伝 達 部 材 と し て ベ ル ト ５ の か わ り に チ
ェ ー ン を 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 入 力 軸 １ に は 、 図 示 し な い 回 転 動 力 源 と し て の エ ン ジ ン か ら の 回 転 動 力 が 伝 達 さ れ
る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 上 記 出 力 軸 ２ は 、 入 力 軸 １ と 平 行 に 配 置 さ れ て い る 。 尚 、 こ
の 実 施 形 態 で は 、 回 転 動 力 源 と し て エ ン ジ ン を 使 用 す る が 、 回 転 動 力 源 と し て 電 気 モ ー タ
等 を 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 上 記 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ は 、 入 力 軸 １ に 固 定 さ れ て い る 第 １ 固 定 部 ２ ０ と 、 入 力 軸 １ 上 を
矢 印 α に 示 す 方 向 に 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 第 １ 可 動 部 ２ １ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 上 記 第 １
固 定 部 ２ ０ と 第 １ 可 動 部 ２ １ と の 間 に は 、 Ｖ 型 溝 ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 上 記 第 １ 可 動 部
２ １ を 、 入 力 軸 １ 上 を 矢 印 α に 示 す 方 向 に 適 切 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 Ｖ 型 溝 ２ ５ の
幅 を 適 切 な 値 に 調 整 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 記 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ ４ は 、 出 力 軸 ２ に 固 定 さ れ て い る 第 ２ 固 定 部 ２ ２ と 、 出 力 軸 上 を 矢
印 β に 示 す 方 向 に 軸 方 向 に 移 動 可 能 な 第 ２ 可 動 部 ２ ３ と か ら 構 成 さ れ て い る 。 上 記 第 ２ 固
定 部 ２ ２ と 第 ２ 可 動 部 ２ ３ と の 間 に は 、 Ｖ 型 溝 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 上 記 第 ２ 可 動 部 ２
３ を 、 出 力 軸 ２ 上 を 矢 印 β に 示 す 方 向 に 適 切 に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 Ｖ 型 溝 ２ ６ の 幅
を 適 切 な 値 に 調 整 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 上 記 Ｖ 型 溝 ２ ６ は 、 Ｖ 型 溝 ２ ５ に 対 向 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 ベ ル ト ５ は 、 上 記 対 向 配 置 さ れ た Ｖ 型 溝 ２ ５ と Ｖ 型 溝 ２ ６ に 掛 け 渡 さ れ て 第 １ Ｖ 型
プ ー リ ３ と 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ ４ と の 間 で ト ル ク を 伝 達 す る よ う に な っ て い る 。 上 記 ベ ル ト ５
は 、 上 述 の 方 法 に よ り Ｖ 型 溝 ２ ５ ,２ ６ の 幅 を 変 化 さ せ る と 、 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ お よ び 第
２ Ｖ 型 プ ー リ ４ の 半 径 方 向 に 摺 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 こ の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 は 、 第 １ 転 が り 軸 受 ８ と 、 第 ２ 転 が り 軸 受 ９ と 、 第 ３
転 が り 軸 受 １ ０ と 、 第 ４ 転 が り 軸 受 １ １ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 ８ は 、 入 力 軸 １ 上 の 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ の 外 側 か つ 第 １ 固 定 部 ２ ０ 側
に 固 定 さ れ て い る 。 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 ８ は 、 第 １ 外 輪 （ 図 示 せ ず ） と 、 第 １ 内 輪 （ 図 示
せ ず ） と 、 上 記 第 １ 外 輪 と 上 記 第 １ 内 輪 と の 間 に 配 置 さ れ た 第 １ 転 動 体 （ 図 示 せ ず ） と を
有 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 ９ は 、 入 力 軸 １ 上 の 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ の 外 側 か つ 第 １ 可 動 部 ２ １ 側
に 固 定 さ れ て い る 。 上 記 第 ２ 転 が り 軸 受 ９ は 、 第 ２ 外 輪 （ 図 示 せ ず ） と 、 第 ２ 内 輪 （ 図 示
せ ず ） と 、 上 記 第 ２ 外 輪 と 上 記 第 ２ 内 輪 と の 間 に 配 置 さ れ た 第 ２ 転 動 体 （ 図 示 せ ず ） と を
有 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 １ ０ は 、 出 力 軸 ２ 上 の 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ ４ の 外 側 か つ 第 ２ 固 定 部 ２ ２
側 に 固 定 さ れ て い る 。 上 記 第 ３ 転 が り 軸 受 １ ０ は 、 第 ３ 外 輪 （ 図 示 せ ず ） と 、 第 ３ 内 輪 （
図 示 せ ず ） と 、 上 記 第 ３ 外 輪 と 上 記 第 ３ 内 輪 と の 間 に 配 置 さ れ た 第 ３ 転 動 体 （ 図 示 せ ず ）
と を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 １ １ は 、 出 力 軸 ２ 上 の 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ ４ の 外 側 か つ 第 ２ 可 動 部 ２ ３
側 に 固 定 さ れ て い る 。 上 記 第 ４ 転 が り 軸 受 １ １ は 、 第 ４ 外 輪 （ 図 示 せ ず ） と 、 第 ４ 内 輪 （
図 示 せ ず ） と 、 上 記 第 ４ 外 輪 と 上 記 第 ４ 内 輪 と の 間 に 配 置 さ れ た 第 ４ 転 動 体 （ 図 示 せ ず ）
と を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 で は 、 ベ ル ト ５ を 境 に し て ２
つ に 分 け ら れ る 領 域 の 一 方 の 同 じ 側 に 、 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ の 第 １ 固 定 部 ２ ０ と 第 ２ Ｖ 型 プ
ー リ ４ の 第 ２ 可 動 部 ２ ３ が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 ベ ル ト ５ を 境 に し て ２ つ に 分 け ら れ る
領 域 の 他 方 の 同 じ 側 に 、 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ の 第 １ 可 動 部 ２ １ と 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ ４ の 第 ２ 固
定 部 ２ ２ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 ８ に お け る 第 １ 固 定 部 ２ ０ 側 と 反 対 側 の 領 域 、 ま た 、 第 ４ 転 が り 軸
受 １ １ に お け る 第 ２ 可 動 部 ２ ３ 側 と 反 対 側 の 領 域 に は 、 図 示 し な い エ ン ジ ン が 配 置 さ れ て
い る 。
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【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ２ は 、 上 記 入 力 軸 １ 上 の 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ 、 第 １ 転 が り 軸 受 ８ お よ び 第 ２ 転 が り 軸 受
９ の 配 置 関 係 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ２ に お い て 、 矢 印 ３ ０ は 、 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ に 作 用 す る 入 力 ト ル ク の 向 き お よ び 大 き
さ を 示 し 、 矢 印 ３ １ は 、 上 記 入 力 ト ル ク が 第 １ 転 が り 軸 受 と 第 ２ 転 が り 軸 受 に 分 担 支 持 さ
れ る と 仮 定 し た 場 合 に お け る 第 １ 転 が り 軸 受 ８ に か か る ト ル ク の 向 き お よ び 大 き さ を 示 し
、 矢 印 ３ ２ は 、 同 様 に 仮 定 し た 場 合 に お け る 第 ２ 転 が り 軸 受 ９ に か か る ト ル ク の 向 き お よ
び 大 き さ を 示 し て い る 。 な お 、 実 際 に こ れ ら の 転 が り 軸 受 が 支 持 す る の は 上 記 入 力 ト ル ク
に 起 因 す る ラ ジ ア ル 荷 重 で あ り 、 第 １ 、 第 ２ 転 が り 軸 受 に 等 分 支 持 さ れ る 。 上 記 転 が り 軸
受 に か か る ト ル ク と は 夫 々 の 転 が り 軸 受 で 支 持 さ れ る ラ ジ ア ル 荷 重 に 夫 々 の 軸 受 の 回 転 半
径 を か け た 値 と な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 転 が り 軸 受 ８ と 第 ２ 転 が り 軸 受 ９ と の 軸 受 間 距 離 は 、 Ｌ １ ［ ｍ
］ に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ と 第 １ 転 が り 軸 受 ８ と の 距 離 は ｎ １ ［ ｍ ］
に 設 定 さ れ て お り 、 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ と 第 ２ 転 が り 軸 受 ９ と の 距 離 は ｍ １ ［ ｍ ］ に 設 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 記 ｎ １ と ｍ １ と を 適 切 に 設 定 す る こ と に よ り 、 第 １ 転 が り 軸 受 ８
に か か る ト ル ク の 大 き さ と 、 第 ２ 転 が り 軸 受 ９ に か か る ト ル ク の 大 き さ を 所 望 の 値 に 設 定
す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 図 示 は し な い が 、 図 ２ に 示 さ れ た 入 力 軸 １ と 同 様 に 、 出 力 軸 ２ 上 に お い て 、 第 ３
転 が り 軸 受 １ ０ と 第 ４ 転 が り 軸 受 １ １ と の 軸 受 間 距 離 は 、 Ｌ ２ ［ ｍ ］ に 設 定 さ れ て い る 。
ま た 、 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ ４ と 第 ３ 転 が り 軸 受 ８ と の 距 離 は ｎ ２ ［ ｍ ］ に 設 定 さ れ て お り 、 第
２ Ｖ 型 プ ー リ ４ と 第 ４ 転 が り 軸 受 ９ と の 距 離 は ｍ ２ ［ ｍ ］ に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 ８ は 、 以 下 に 詳 細 を 示 す 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ が 、 ０ .０ ７ 以
上 に 設 定 さ れ 、 第 ２ 転 が り 軸 受 ９ は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ が 、 ０ .０ ８ 以 上 に 設 定 さ れ 、
第 ３ 転 が り 軸 受 １ ０ は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ が 、 ０ .０ ５ 以 上 に 設 定 さ れ 、 第 ４ 転 が り 軸
受 １ １ は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ が 、 ０ .０ ９ 以 上 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ こ で 、 動 定 格 荷 重 を Ｃ ［ ｋ Ｎ ］ 、 内 径 を Ｉ ｄ ［ ｍ ］ 、 分 担 ト ル ク を Ｓ Ｔ 、 転 動 体 係 数
を ｐ 、 軸 受 特 性 係 数 を ａ ２ と し た と き 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ を 次 の （ １ ） 式 で 定 義 す る 。
　 　 　 　 　 　 Ｓ Ｔ Ｒ ＝ （ Ｃ × ａ ２

１ ／ ｐ × Ｉ ｄ ） ／ （ Ｓ Ｔ × Ｌ ） ・ ・ ・ （ １ ）
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 た だ し 、 こ こ で は 入 力 軸 １ に 設 定 さ れ る 第 １ お よ び 第 ２ 転 が り 軸 受 ８ ,９ に つ い て は Ｌ
＝ Ｌ １ 、 出 力 軸 ２ に 設 定 さ れ る 第 ３ お よ び 第 ４ 転 が り 軸 受 １ ０ ,１ １ に つ い て は Ｌ ＝ Ｌ ２

と す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 上 記 （ １ ） 式 に お い て 、
　 上 記 第 １ 転 が り 軸 受 ８ の 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｍ １ ／ Ｌ １ 、 第 ２ 転 が り 軸 受 ９ の 分 担 ト ル ク
Ｓ Ｔ を ｎ １ ／ Ｌ １ 、 第 ３ 転 が り 軸 受 １ ０ の 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｍ ２ ／ Ｌ ２ 、 第 ４ 転 が り 軸 受
１ １ の 上 記 分 担 ト ル ク Ｓ Ｔ を ｎ ２ ／ Ｌ ２ と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 ８ ,９ ,１ ０ ,１ １ に お い て 、 上 記 転 動 体 係 数 ｐ は 、
転 動 体 が 玉 の 場 合 ３ 、 転 動 体 が こ ろ の 場 合 １ ０ ／ ３ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 上 記 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 ８ ,９ ,１ ０ ,１ １ に お い て 、 上 記 軸 受 特 性 係 数 ａ ２

を 、 内 輪 、 外 輪 お よ び 転 動 体 の い ず れ に も 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て な い 場 合 を １ 、 外 輪 お よ
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び 転 動 体 に 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い な い 一 方 、 内 輪 に 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を ２
、 外 輪 に 特 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い な い 一 方 、 内 輪 お よ び 転 動 体 に 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る
場 合 を ４ 、 内 輪 、 外 輪 お よ び 転 動 体 に 殊 熱 処 理 が 施 さ れ て い る 場 合 を １ ０ と 定 義 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 上 記 実 施 形 態 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 は 、 Ｖ 型 溝 ２ ５ ,２ ６ の 幅 を
調 整 す る こ と に よ っ て 、 上 記 ベ ル ト ５ を 、 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ お よ び 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ ４ の 半
径 方 向 に 摺 動 さ せ て 、 エ ン ジ ン か ら の 回 転 動 力 に よ っ て 回 転 し て い る 入 力 軸 １ の 回 転 速 度
を 変 換 し 、 出 力 軸 ２ の 回 転 速 度 を 適 切 に 調 整 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 発 明 者 は 、 分 担 ト ル ク 比 を 換 え た 様 々 な 種 類 の 多 数 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 に つ い て
、 転 が り 軸 受 の 耐 久 試 験 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ３ は 、 こ の 耐 久 試 験 に 用 い た 試 験 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 試 験 装 置 は 、 駆 動 モ ー タ ５ ０ と 、 負 荷 吸 収 ダ イ ナ モ ５ ５ と を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 耐 久 試 験 は 、 以 下 の よ う に し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 先 ず 、 被 検 査 装 置 で あ る Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 の 入 力 軸 を 、 試 験 装 置 の 駆 動 モ ー タ ５ ０
の 回 転 軸 ５ １ に 連 結 し 、 か つ 、 Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 の 出 力 軸 を 、 試 験 装 置 の 負 荷 吸 収 ダ
イ ナ モ ５ ５ の 回 転 軸 ５ ７ に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 駆 動 モ ー タ ５ ０ を 所 定 の 回 転 速 度 で 回 転 さ せ て Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 に 所 定 の 入
力 ト ル ク を 付 加 し て 、 Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 の 入 力 軸 を 回 転 さ せ 、 Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機
の 出 力 軸 か ら 出 力 さ れ る 回 転 動 力 を 負 荷 吸 収 ダ イ ナ モ ５ ５ で 吸 収 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 に 、 Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 を 運 転 し て い る 状 態 で （ 試 験 を 行 っ て い る 状 態 で ） 、 Ｖ 型
プ ー リ 無 段 変 速 機 に 設 置 さ れ て い る ４ つ の 転 が り 軸 受 の 夫 々 に つ い て 、 転 が り 軸 受 の 焼 付
の 有 無 と 、 転 が り 軸 受 の 異 常 振 動 の 有 無 を 観 察 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 そ し て 、 ４ つ の 転 が り 軸 受 の 夫 々 に つ い て 、 Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 を 始 動 さ せ た 時 間 （
試 験 を 始 め た 時 間 ） か ら 異 常 振 動 が 起 こ っ た 時 間 ま で の 間 を 測 定 し 、 そ の 測 定 し た 時 間 を
そ の 転 が り 軸 受 の 寿 命 と す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 最 後 に 、 当 業 者 間 で 一 般 に 使 用 さ れ る 以 下 に （ ２ ） 式 で 示 す 計 算 寿 命 Ｌ ｈ に 対 す る 上 記
測 定 し た 実 寿 命 の 比 を 算 出 し て 、 上 記 比 の 値 が １ 以 上 の 転 が り 軸 受 を 信 頼 性 が 高 い 転 が り
軸 受 と 判 断 す る 一 方 、 上 記 比 の 値 が １ よ り 小 さ い 転 が り 軸 受 を 信 頼 性 が 低 い 転 が り 軸 受 と
判 断 す る 。
　 　 　 　 Ｌ ｈ ＝ （ Ｃ ／ Ｓ Ｔ ） ｐ × ａ ２ ・ ・ ・ （ ２ ）
、 　
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ こ で 、 Ｃ は 動 定 格 加 重 ［ ｋ Ｎ ］ で あ り 、 Ｓ Ｔ は 上 記 定 義 さ れ た 分 担 ト ル ク で あ り 、 ａ

２ は 上 記 定 義 さ れ た 軸 受 特 性 係 数 で あ り 、 ｐ は 上 記 定 義 さ れ た 転 動 体 係 数 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 下 の 表 １ は 、 入 力 軸 に お け る 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 第 １ 固 定 部 側 （ エ ン ジ ン 配 置
側 ） に 配 置 さ れ た 第 １ 転 が り 軸 受 の 耐 久 試 験 結 果 を 示 す 表 で あ る 。 ま た 、 図 ４ は 、 表 １ の
結 果 を 図 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ［ 表 １ ］
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【 ０ ０ ７ ７ 】
　 表 １ に 示 さ れ て い る よ う に 、 計 算 寿 命 比 が １ よ り 小 さ く 信 頼 性 に 乏 し い 試 料 １ ,７ ,１ ２
の 第 １ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ６ ３ 以 下 に な っ て い る 一 方 、 計
算 寿 命 比 が １ .５ 以 上 と 非 常 に 大 き く 信 頼 性 が 非 常 に 高 い 試 料 ２ ,３ ,４ ,５ ,６ ,８ ,９ ,１ ０
,１ １ ,１ ３ の 第 １ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 全 て ０ .０ ７ 以 上 に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 図 ４ に 傾 向 が 顕 著 に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ 転 が り 軸 受 に お い て は 、 分 担 ト ル
ク 比 の 値 が ０ .０ ７ を 境 に し て 、 計 算 寿 命 比 の 値 が 急 激 に 変 化 し て い る こ と が わ か り 、 具
体 的 に は 、 分 担 ト ル ク 比 の 値 が ０ .０ ７ よ り 小 さ い 第 １ 転 が り 軸 受 は 、 計 算 寿 命 比 の 値 が
０ .２ 以 下 と 非 常 に 小 さ い の に 対 し 、 分 担 ト ル ク 比 の 値 が ０ .０ ７ 以 上 の 第 １ 転 が り 軸 受 は
、 計 算 寿 命 比 が １ .５ 以 上 と 非 常 に 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の こ と か ら 、 第 １ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 の 値 を ０ .０ ７ 以 上 に 設 定 す る と 、 第 １
転 が り 軸 受 の 寿 命 を 格 段 に 長 く で き て 、 信 頼 性 を 格 段 に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 表 ２ は 、 入 力 軸 に お け る 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 第 １ 可 動 部 側 （ 反 エ ン ジ ン 配 置 側 ）
に 配 置 さ れ た 第 ２ 転 が り 軸 受 の 耐 久 試 験 結 果 を 示 す 表 で あ る 。 ま た 、 図 ５ は 、 表 ２ の 結 果
を 図 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ［ 表 ２ ］
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【 ０ ０ ８ ２ 】
　 表 ２ に 示 さ れ て い る よ う に 、 計 算 寿 命 比 が １ よ り 小 さ く 信 頼 性 に 乏 し い 試 料 ５ ,１ ０ の
第 ２ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ６ ７ 以 下 に な っ て い る 一 方 、 計 算
寿 命 比 が １ .９ 以 上 と 非 常 に 大 き く 信 頼 性 が 非 常 に 高 い 試 料 １ ,２ ,３ ,４ ,６ ,７ ,８ ,９ の 第
１ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 全 て ０ .０ ８ ６ 以 上 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま た 、 図 ５ に 傾 向 が 顕 著 に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 ２ 転 が り 軸 受 に お い て は 、 分 担 ト ル
ク 比 の 値 が ０ .０ ８ を 境 に し て 、 計 算 寿 命 比 の 値 が 急 激 に 変 化 し て い る こ と が わ か り 、 具
体 的 に は 、 分 担 ト ル ク 比 の 値 が ０ .０ ８ よ り 小 さ い 第 ２ 転 が り 軸 受 は 、 計 算 寿 命 比 の 値 が
０ .２ 以 下 と 非 常 に 小 さ い の に 対 し 、 分 担 ト ル ク 比 の 値 が ０ .０ ８ 以 上 の 第 ２ 転 が り 軸 受 は
、 計 算 寿 命 比 が １ .９ 以 上 と 非 常 に 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の こ と か ら 、 第 ２ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 の 値 を ０ .０ ８ 以 上 に 設 定 す る と 、 第 ２
転 が り 軸 受 の 寿 命 を 格 段 に 長 く で き て 、 信 頼 性 を 格 段 に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 表 ３ は 、 出 力 軸 に お け る 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 第 ２ 固 定 部 側 （ 反 エ ン ジ ン 配 置 側 ）
に 配 置 さ れ た 第 ３ 転 が り 軸 受 の 耐 久 試 験 結 果 を 示 す 表 で あ る 。 ま た 、 図 ６ は 、 表 ３ の 結 果
を 図 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ［ 表 ３ ］
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【 ０ ０ ８ ７ 】
　 表 ３ に 示 さ れ て い る よ う に 、 計 算 寿 命 比 が １ よ り 小 さ く 信 頼 性 に 乏 し い 試 料 ５ ,１ ０ の
第 ３ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ３ ７ 以 下 に な っ て い る 一 方 、 計 算
寿 命 比 が １ .８ 以 上 と 非 常 に 大 き く 信 頼 性 が 非 常 に 高 い 試 料 １ ,２ ,３ ,４ ,６ ,７ ,８ ,９ の 第
３ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 全 て ０ .０ ５ ６ 以 上 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 図 ６ に 傾 向 が 顕 著 に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 ３ 転 が り 軸 受 に お い て は 、 分 担 ト ル
ク 比 の 値 が ０ .０ ５ を 境 に し て 、 計 算 寿 命 比 の 値 が 急 激 に 変 化 し て い る こ と が わ か り 、 具
体 的 に は 、 分 担 ト ル ク 比 の 値 が ０ .０ ５ よ り 小 さ い 第 ３ 転 が り 軸 受 は 、 計 算 寿 命 比 の 値 が
０ .２ 以 下 と 非 常 に 小 さ い の に 対 し 、 分 担 ト ル ク 比 の 値 が ０ .０ ８ 以 上 の 第 ２ 転 が り 軸 受 は
、 計 算 寿 命 比 が １ .８ 以 上 と 非 常 に 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の こ と か ら 、 第 ３ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 の 値 を ０ .０ ５ 以 上 に 設 定 す る と 、 第 ３
転 が り 軸 受 の 寿 命 を 格 段 に 長 く で き て 、 信 頼 性 を 格 段 に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 表 ４ は 、 出 力 軸 に お け る 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 第 ２ 可 動 部 側 （ エ ン ジ ン 配 置 側 ） に
配 置 さ れ た 第 ４ 転 が り 軸 受 の 耐 久 試 験 結 果 を 示 す 表 で あ る 。 ま た 、 図 ７ は 、 表 ４ の 結 果 を
図 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ［ 表 ４ ］
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【 ０ ０ ９ ２ 】
　 表 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 計 算 寿 命 比 が １ よ り 小 さ く 信 頼 性 に 乏 し い 試 料 ６ ,８ の 第
４ 転 が り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 下 に な っ て い る 一 方 、 計 算 寿 命
比 が ２ .０ 以 上 と 非 常 に 大 き く 信 頼 性 が 非 常 に 高 い 試 料 １ ,２ ,３ ,４ ,５ ,７ ,９ の 第 ４ 転 が
り 軸 受 は 、 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 全 て ０ .１ ０ ０ 以 上 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 図 ７ に 傾 向 が 顕 著 に 示 さ れ て い る よ う に 、 第 ４ 転 が り 軸 受 に お い て は 、 分 担 ト ル
ク 比 の 値 が ０ .０ ９ を 境 に し て 、 計 算 寿 命 比 の 値 が 急 激 に 変 化 し て い る こ と が わ か り 、 具
体 的 に は 、 分 担 ト ル ク 比 の 値 が ０ .０ ９ よ り 小 さ い 第 ４ 転 が り 軸 受 は 、 計 算 寿 命 比 の 値 が
０ .２ 以 下 と 非 常 に 小 さ い の に 対 し 、 分 担 ト ル ク 比 の 値 が ０ .０ ９ 以 上 の 第 ４ 転 が り 軸 受 は
、 計 算 寿 命 比 が ２ .０ 以 上 と 非 常 に 大 き く な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 こ の こ と か ら 、 第 ４ 転 が り 軸 受 の 分 担 ト ル ク 比 の 値 を ０ .０ ９ 以 上 に 設 定 す る と 、 第 ４
転 が り 軸 受 の 寿 命 を 格 段 に 長 く で き て 、 信 頼 性 を 格 段 に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 上 記 実 施 形 態 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 に よ れ ば 、 入 力 軸 １ 上 に お け る 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３
の 外 側 か つ 第 １ 固 定 部 ２ ０ 側 に 配 置 さ れ た 第 １ 転 が り 軸 受 ８ の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が
、 ０ .０ ７ 以 上 で あ り 、 入 力 軸 １ 上 に お け る 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ の 外 側 か つ 第 １ 可 動 部 ２ １
側 に 配 置 さ れ た 第 ２ 転 が り 軸 受 ９ の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 で あ り 、 出
力 軸 ２ 上 に お け る 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ ４ の 外 側 か つ 第 ２ 固 定 部 ２ ２ 側 に 配 置 さ れ た 第 ３ 転 が り
軸 受 １ ０ の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 で あ り 、 出 力 軸 ２ 上 に お け る 第 ２ Ｖ
型 プ ー リ ４ の 外 側 か つ 第 ２ 可 動 部 ２ ３ 側 に 配 置 さ れ た 第 ４ 転 が り 軸 受 １ １ の 分 担 ト ル ク 比
Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ 以 上 で あ る の で 、 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 ８ ,９ ,１ ０ ,１ １ の 焼 付
お よ び ガ タ ツ キ を 防 止 で き て 、 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 ８ ,９ ,１ ０ ,１ １ の 寿 命 を 、 格 段
に 長 く す る こ と が で き て 、 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 ８ ,９ ,１ ０ ,１ １ の 信 頼 性 を 格 段 に 向
上 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 の 寿 命 お よ び 性 能 を 格 段 に 向
上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 に よ れ ば 、 入 力 軸 １ 上 に お け る 第 １ Ｖ 型 プ
ー リ ３ の 外 側 か つ エ ン ジ ン 配 置 側 に 配 置 さ れ た 第 １ 転 が り 軸 受 ８ の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の
値 が 、 ０ .０ ７ 以 上 で あ り 、 入 力 軸 １ 上 に お け る 第 １ Ｖ 型 プ ー リ ３ の 外 側 か つ 反 エ ン ジ ン
配 置 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ 転 が り 軸 受 ９ の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ８ 以 上 で あ り
、 出 力 軸 ２ 上 に お け る 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ ４ の 外 側 か つ 反 エ ン ジ ン 配 置 側 に 配 置 さ れ た 第 ３ 転
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が り 軸 受 １ ０ の 分 担 ト ル ク 比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ５ 以 上 で あ り 、 出 力 軸 ２ 上 に お け る 第
２ Ｖ 型 プ ー リ ４ の 外 側 か つ エ ン ジ ン 配 置 側 に 配 置 さ れ た 第 ４ 転 が り 軸 受 １ １ の 分 担 ト ル ク
比 Ｓ Ｔ Ｒ の 値 が 、 ０ .０ ９ 以 上 で あ る の で 、 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 ８ ,９ ,１ ０ ,１ １ の 焼
付 お よ び ガ タ ツ キ を 防 止 で き て 、 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 ８ ,９ ,１ ０ ,１ １ の 寿 命 を 、 格
段 に 長 く す る こ と が で き て 、 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 ８ ,９ ,１ ０ ,１ １ の 信 頼 性 を 格 段 に
向 上 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 の 寿 命 お よ び 性 能 を 格 段 に
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 の 一 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 実 施 形 態 の Ｖ 型 プ ー リ 無 段 変 速 機 が 備 え る 入 力 軸 上 の 第 １ Ｖ 型 プ ー リ 、 第 １
転 が り 軸 受 お よ び 第 ２ 転 が り 軸 受 の 配 置 関 係 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 乃 至 第 ４ 転 が り 軸 受 の 耐 久 試 験 に 用 い た 試 験 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 入 力 軸 に お け る 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 第 １ 固 定 部 側 （ エ ン ジ ン 配 置 側 ） に 配
置 さ れ た 第 １ 転 が り 軸 受 の 耐 久 試 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 入 力 軸 に お け る 第 １ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 第 １ 可 動 部 側 （ 反 エ ン ジ ン 配 置 側 ） に
配 置 さ れ た 第 ２ 転 が り 軸 受 の 耐 久 試 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 出 力 軸 に お け る 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 第 ２ 固 定 部 側 （ 反 エ ン ジ ン 配 置 側 ） に
配 置 さ れ た 第 ３ 転 が り 軸 受 の 耐 久 試 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 出 力 軸 に お け る 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ の 外 側 か つ 第 ２ 可 動 部 側 （ エ ン ジ ン 配 置 側 ） に 配
置 さ れ た 第 ４ 転 が り 軸 受 の 耐 久 試 験 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 １ 　 入 力 軸
　 ２ 　 出 力 軸
　 ３ 　 第 １ Ｖ 型 プ ー リ
　 ４ 　 第 ２ Ｖ 型 プ ー リ
　 ５ 　 ベ ル ト
　 ８ 　 第 １ 転 が り 軸 受
　 ９ 　 第 ２ 転 が り 軸 受
　 １ ０ 　 第 ３ 転 が り 軸 受
　 １ １ 　 第 ４ 転 が り 軸 受
　 ２ ０ 　 第 １ 固 定 部
　 ２ １ 　 第 １ 可 動 部
　 ２ ２ 　 第 ２ 固 定 部
　 ２ ３ 　 第 ２ 可 動 部

10

20

30

(17) JP 2006-170340 A 2006.6.29



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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